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官能評価とは

⚫ヒトの五感をセンサーとして 達成品質や

その品質の変化を読み取る作業

⚫五感にひっかからないものはダメ

⚫センサーの感度はヒトそれぞれ、そのヒトの

体調・心理状態にも影響を受ける
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官能評価パネル

⚫科学的な評価手段とは呼ばれているが そこ

に科学は「まったくと言っていいほど」なく

⚫あくまでその場に立ち会ったヒトたちの暫定

的な結論に過ぎない

⚫そのため どうしてそのように判定したのか

の記録は重要、後日の混乱を避けるため

5



官能評価項目群

⚫物理的要因評価

⚫化学的要因評価

⚫生物学的要因評価

3つを併せて 官能評価項目群
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その詳細

⚫物理的要因（硬さ・噛み心地、滑らかさ、崩

壊性、インテグリティーなど）

⚫化学的要因（ヒトのセンサーに感じ取れる油

の酸化、化学反応による色調の変化など）

⚫生物学的要因（変敗・腐敗またはその兆候）

⚫官能評価（官能的な満足度の維持）
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物理的要因の制御
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チョコレートでは 割れ・ブルーミングくらいしかない



物理的要因の制御

⚫衝撃を吸収する包材構成

⚫保管温度を28℃以下で できるだけ一定に
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化学的要因の制御
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チョコレートでは 劣化臭くらいしかない



化学的要因の制御
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生物学的要因の制御
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生チョコのカビくらいしかない



生物学的要因の制御

⚫低温管理のみが対策：しかし 消費者庁リコール

サイトに事例はない
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物理的な衝撃は 常に一定の頻度で起きているわけではない
工場出荷→輸送→保管→陳列 などの流れの中のどこで
自分の商品に致命的な衝撃が加えられているのを事前に
知っておく必要がある
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光の影響が顕著な場合

外包装から取り出した時が
劣化の加速の始まり
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官能評価は単純な化学反応ではない

時間経過

ここまでは
よほど感度の
感度の高い人だけ
が感じる

この間は正比例的

ここから先は飽和

シグモイド曲線

閾値 飽和値
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官能評価は単純な化学反応ではない

時間経過

ここまでは
よほど感度の
感度の高い人だけ

ここから先は飽和

個人差・体調心理状態の影響
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官能評価は単純な化学反応ではない

時間経過

ここまでは
よほど感度の
感度の高い人だけ

ここから先は飽和

個人差・体調心理状態の影響

本日たまたま集まったメンバーが 破線上に散らばったの評価を下した
らどうするのか
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実際にそういった事例が報告されている
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分析型パネルと嗜好型パネルの差異
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• 少人数でよい

• 想定されるクラス
ターでなくともよい

• パネルメンバーは鍛
えることができる

• リーダーによる修正
が可能

• 大人数となる

• 想定されるクラス
ターまたはそれを代
行できる構成でなけ
ればならない

• パネルメンバーを鍛
えてはならない

• 基本的には出てきた
データをそのまま受
け入れるしかない
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分析型パネル 嗜好型パネル



分析型パネルと嗜好型パネル

⚫十分なサイズの嗜好型パネルを組み立て・維持・更新

していくのは通常の企業には無理

⚫そのため 折衷案として分析型パネルに嗜好型パネル

の代行をさせる あるいは 分析型パネルに外部から

のメンバーを取り込み「食べた人の満足度・・％」と

いった漠然とした（恣意的な）指標で置き換えること

の方が多い
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分析型パネルの実例と演習

32



分析型パネルで用いられる統計的手法              
     

• 2点の差異の有無を統計的に判定できる

• 通常1因子しか対象にできない

• 機器分析は割と容易だが 官能評価を完全に置き換えでも

しない限り 機器分析の付加価値は低い。せいぜいが
官能評価の追認・検証

• 事例： 果物の糖度計測
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2点識別法

佐藤信著 統計的官能検査法



• 因子の強弱を判定できる

• どの因子が差異を構成しているかまではわから
ない

• どの因子が キーであるかまで分かっている
商品でもない限り 機器分析の出番はない

• 希少な事例： 果物の糖度計測
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2点嗜好法

佐藤信著 統計的官能検査法

分析型パネルで用いられる統計的手法              
     



• 二重盲検に近い形式で 2点間の差異の有無を検
定できる

• 何が差異を構成する因子かまでは わからない

• 何が差異を構成するか 特定（推定）できたのち
に機器分析の出番

1:2 点法

佐藤信著 統計的官能検査法

分析型パネルで用いられる統計的手法              
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1点嗜好法 順位法

3点識別法 採点法

3点嗜好法 格付け法

振り分け法 採点法

引き抜き法 一対比較法

選択法 定数測定法

佐藤信著 統計的官能検査法

分析型パネルで用いられる統計的手法              
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分析型パネルで頻繁に用いられる
統計学的とはいいがたい手法              

     

➢ 受け入れ検査・出荷前検査

➢ 対象品（保存品）との比較や、記憶に基づいての評価

しかし 我々の日常では こういった統計学的で
ないものの方が多数



分析型パネルの演習
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外側からの評価
色彩

香り

口に入れてからの

味覚・食感

くちどけ

舌触り

甘味

酸味

苦味

渋み

こく

後味の強さ

抜け香

フローラルな香り

はちみつ様の香り

ナッツの様な香り

総合評価

１から５で採点
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嗜好型パネルの実例
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43名のパネルの場合、65%*, 69%**, 74% ***以上で有意
201名のパネルの場合、59%*, 61%**, 66%** 以上で有意
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43名のパネルの場合、65%*, 69%**, 74% ***以上で有意
201名のパネルの場合、59%*, 61%**, 66%** 以上で有意

***
**

***

**

***



正答率の差として検定してみると

• 各項目における正答率でいえば ２つの群はよく似た傾向を示す

• 甘味と塩味についていえば ２つの群の正答率には差がある

• うま味と弾力についていえば ２つの群の正答率に差はない

• つまり 実際の食品を相手にした評価ではパネルを一生懸命スク

リーニングしたことの貢献度は非常に低かった？

• かまぼこにとって重要な因子である うま味と弾力で差が出ない

ということは かまぼこの新製品開発では期待薄
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嗜好型パネルの演習
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もし あなたの好きなチョコレートを開発してもらうとすれば
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外側からの評価
色彩
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舌触り
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抜け香

フローラルな香り
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ナッツの様な香り

総合評価

１から５で採点



嗜好型パネルの演習
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もしバレンタインのころに女子高生に売れるチョコレートを開発するとすれば
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どう使い分けるか

✓現実的には 分析型パネルしか動員することができな

い

✓分析型パネルに できるだけターゲットクラスターの

気持ちになってもらう、あるいは一部ターゲットクラ

スターを引っ張り込む、インタビューする

✓（B女子大監修、K大学コラボ）
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結語

◼官能評価は 統計学ツールではなく マーケティング

手法として見直しを

◼成功は いかにターゲットクラスターの心理を読み取

るかにかかっている
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teddyhirota@yahoo.co.jp    080-1613-5022
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